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　チャレンジ！！オープンガバナンス2016（以下、「COG2016」）の最終公開審査の対象となったチーム（以下、「審査対象チーム」）と貴自治体との連携状況について伺います。

　回答は2017年2月28日までに、ファイル名を「連携体制_自治体名_チーム名_送付者名」にして、以下の宛先まで送付してください。

　回答送付先：COG事務局　伊藤　admin_padit_cog2016@pp.u-tokyo.ac.jp

  本調査の回答は、COG2016における市民／学生と自治体の連携体制の審査目的にのみ用いられ、原則非公開です、ただし、内容に優れ今後の参考になりうるとCOG事務局が判断したものにつきましては、調査回答者と相談の上、公開することがありえます。 

1． 審査対象チーム・自治体情報
· 黄色いセル内に属性情報のご記入をお願いします。

	チーム名
	

	自治体名
	

	アイデア名
	




2． 質問項目
· 以下の質問項目への具体的な回答記載をお願いします。丸括弧で括られた選択肢につきましては、該当する項目を○で囲んでください。

（1） 課題関連データが適切な形で公開提供されていたか（問い合わせへの対応なども含む）

（質問1）
アイデアを考える際に必要な課題関連データについて、COG2016 のサイトで貴自治体が公開したデータに関する審査対象チームからの問い合わせはありましたか
（はい　・　いいえ）

問い合わせがあった場合は具体的な問い合わせの内容を、なかった場合はなぜ問い合わせがなかったのか、その推測理由を、以下の欄にご記入ください。
	



（質問2）
審査対象チームから追加データの提供を求められましたか
（はい　・　いいえ）

追加データの提供を求められた場合は、具体的にどのようなデータを求められ、そのデータ提供のためにどのように対応したか（例：内部で調べて提供、自治体外のサイトを参照、など）を以下の欄にご記入ください。
	




（2） 応募されたアイデアが形成される際の、自治体による市民／学生の主体的な取り組みへのサポートの状況

（質問3）
アイデアの応募に際し、審査対象チームから貴自治体へ問い合わせはありましたか
（はい　・　いいえ）

審査対象チームからの問い合わせがあった場合は、具体的にいつ、誰から、どのような問い合わせを受けて、それに対して具体的にどのようなサポートを実施したか（例：制度の説明、分析方法の支援、アイデアのヒント、など）を以下の欄にご記入ください。
	




（3） 応募されたアイデアをめぐって、市民／学生と自治体の間でコミュニケーションの場の活用の状況

（質問4）
貴自治体は、応募されたアイデアをめぐって、審査対象チームとコミュニケーションの場を設けましたか
（はい　・　いいえ）

コミュニケーションの場を設けた場合はその具体的な内容（公開の有無、時期、回数、参加者数、議論内容等）を、設けなかった場合はその理由を、以下の欄にご記入ください。
	



（質問5）
貴自治体は、応募されたアイデアに関連して市民が主催したコミュニケーションの場に参加しましたか
（はい　・　いいえ）

参加した場合はその具体的な内容（市民の設置の場の公開の有無、時期、回数、参加者数、議論内容等）を、参加しなかった場合はその理由（例：そもそもそのような機会がなかった、知らなかったなど）を、以下の欄にご記入ください。
	



（質問6）
コミュニケーションの場は、アイデア形成に役立ったと思いますか　
（とても役立った　・　まあまあ役立った　・　あまり役立たなかった　・
全く役立たなかった　・　コミュニケーションの場は無かった）

また、そのように思う理由を以下の欄にご記入ください。
	




（4） 応募されたアイデアが成熟し実施に移行する際、貴自治体が審査対象チームとの協働に取り組もうとする姿勢（この記述は今後の取組であることやこれまでの応募チームとの関係の有無によりますので書ける範囲で結構です。）

（質問7）
審査対象チームのアイデアの実現に向けて、審査対象チームに今後期待することと貴自治体が協働して取り組みたいと考えている内容を、以下の欄にご記入ください。
＜審査対象チームに今後期待すること＞
	


＜貴自治体が協働して取り組みたいと考えていること＞
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